




要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)のスクリーニングを目的として反射性中枢性呼吸機能の

検討を行った。対照となる標準値を求めるために 234 例の未熟児,成熟新生児,乳児で反射

性中枢性呼吸機能と各種パラメーターとの関係を調べた。その結果,%prolongation と修

正週数との間で最もよい相関がみられ,%prolongation は修正週数 40 週頃までは週数がす

すむにつれ上昇するが,それ以降は横ばいとなった。

apparent life threatening events(ALTE)をおこした 8 例の%prolonation を調べたとこ

ろ 8 例中 6 例で低値をとっていた。これらの結果より,%prolongation を調べることによ

り,SIDS ハイリスクグループのスクリーニングを行い得る可能性が示された。


